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可能である．表 1に FOVEの仕様を示す．また，図 1に FOVEの外観，図 2に装着時の様
子を示す．  
 




・視野角：最大 100度 ・フレームレート:120fps 
 
 
図 1 FOVE外観 
 
























図 3 仮想空間内に配置した料金表示 
4.2 実験結果 
被験者 1から被験者 3の探索時間を表 2から表 4に示す． 
表 2 被験者 1の結果 
 
探索時間（分：秒） 
名古屋鉄道 JR西日本 東京メトロ 
当駅 00:26 00:14 00:19 
目的地 1 00:25 00:30 00:37 
目的地 2 00:19 00:24 01:38 
目的地 3 01:15 00:49 00:18 
目的地 4 00:45 01:01 00:15 
目的地 5 02:15 00:21 01:54 
実験結果から被験者 1 は名古屋鉄道，JR 西日本，東京メトロいずれも視線移動には規則
性が見られなかった． 
表 3 被験者 2の結果 
 
探索時間（分：秒） 
名古屋鉄道 JR西日本 東京メトロ 
当駅 00:06 00:09 00:14 
目的地 1 00:15 00:26 00:17 
目的地 2 00:15 00:35 00:21 
目的地 3 00:43 00:33 01:24 
目的地 4 00:25 00:30 00:13 






図 4 視線移動の様子 
 
表 4 被験者 3の結果 
 
探索時間（分：秒） 
名古屋鉄道 JR西日本 東京メトロ 
当駅 00:10 00:12 00:11 
目的地 1 00:20 00:15 00:06 
目的地 2 00:37 00:09 00:38 
目的地 3 00:40 00:08 00:13 
目的地 4 00:14 00:03 00:16 
目的地 5 00:33 00:09 02:08 
 










見出すことが必要と考えられる．本研究では本学学生 3 名を対象に実験を行い，3 名とも異
なる注視傾向を示していたが，今後被験者の人数を増やすことで注視傾向やその分布を見出
せる可能性がある．規則性がわかればその規則性に対応した料金表の検討も可能であり，見
やすい料金表の作成に繋がるものと考えられる．また，提示する料金表示の種類を増やすこ
とで，被験者の注視の傾向がより正確にわかり，被験者同士の共通点をもとに料金表示を作
ることで見やすい料金表を実現できると考えられる． 
 
6. まとめと今後の課題 
 本研究では，名古屋鉄道のような比較的単純な料金表示に対しては路線に沿って探索する
ことが多いことがわかった．しかし，JR西日本，東京メトロでは共通する規則性が見られな
かった． 
今後の課題としては複雑な料金表示からも視線の動きを明らかにし，より効果的な媒体・
レイアウトについて，具体的に作成することが挙げられる． 
 
